
は
じ
め
に

　
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
で
は
、
第
3

期
中
期
計
画
に
記
載
の
「
生
活
基
盤
と
産

業
振
興
に
支
え
ら
れ
た
安
全
・
安
心
で
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
、
建

築
、
農
業
、
森
林
、
産
業
技
術
環
境
の
各

研
究
本
部
が
連
携
す
る
戦
略
研
究
を
通
じ

て
、
地
域
・
集
落
機
能
の
維
持
・
再
編
に

向
け
た
運
営
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究

や
、
産
業
振
興
の
視
点
か
ら
の
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
北
海
道
の
農
村
地
域
で
は
、
行
政
に
よ

る
「
公
助
」、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
、
町
内
会

等
に
よ
る
「
共
助
」、
住
民
個
人
に
よ
る

「
自
助
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ
ス
や
労

力
を
分
担
す
る
形
で
地
域
が
維
持
運
営
さ

れ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
人
口

減
少
が
続
く
中
で
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
撤

退
や
、
共
助
の
衰
退
が
進
み
、
そ
れ
を
公

助
と
自
助
で
補
う
形
態
も
限
界
に
達
し
、

サ
ー
ビ
ス
や
労
力
が
カ
バ
ー
で
き
な
く
な

り
始
め
て
い
ま
す
＝
図
１
。
そ
こ
で
本
研

究
で
は
、
新
た
な
主
体
（
地
域
運
営
組

織
）
に
よ
る
地
域
運
営
を
想
定
し
、「
地

域
運
営
組
織
の
形
成
・
活
動
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
研
究
」
を
軸
に
、
具
体
の
地
域
課

題
と
し
て
「
地
域
水
イ
ン
フ
ラ
の
運
営
・

再
編
」、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
統
合
型
の
輸
送
シ

ス
テ
ム
」、「
高
齢
者
見
守
り
・
健
康
支

援
」
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
や

自
治
体
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
「
住

民
起
業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
）
支

援
」
や
「
自
治
体
の
事
業
化
戦
略
を
支
え

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
手
法
」
の
検
証
と

普
及
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

主
に
、
地
域
運
営
組
織
の
形
成
・
活
動
プ

ロ
セ
ス
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
、
成
果

を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
運
営
の
主
体
を
つ
く
る

　
全
国
に
比
べ
、
北
海
道
で
は
地
域
運
営

組
織
形
成
の
実
績
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
研
究
は
、
道
内
2
つ
の
地
区

で
、
実
際
に
地
域
運
営
組
織
の
設
立
支
援

に
参
画
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域

運
営
組
織
の
設
立
の
過
程
と
し
て
「
Ⅰ 

方
針
検
討
」、「
Ⅱ 

住
民
の
意
識
醸
成
と

検
討
体
制
づ
く
り
」、「
Ⅲ 

地
域
課
題
把

握
・
将
来
像
検
討
・
取
組
内
容
検
討
」、

「
Ⅳ 

取
組
体
制
の
検
討
（
組
織
形
態
の
検

討
）」、「
Ⅴ 

取
組
開
始
・
見
直
し
」
の
5

つ
の
段
階
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
必
要
な
取
組
や
、
留
意
点
、
取
組
を
助

け
る
ツ
ー
ル
な
ど
を
整
理
し
、「
こ
れ
か

ら
の
地
域
運
営
実
践
ガ
イ
ド
」
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。
詳
細
は
同
ガ
イ
ド
や
報
告

書
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
て
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
地
域
運
営
の
主
体
づ
く
り
に
お

け
る
市
町
村
職
員
の
役
割
で
す
。
地
域
住

民
が
最
初
か
ら
主
体
性
を
も
っ
て
取
り
組

む
よ
う
な
状
況
は
、
多
く
の
地
域
で
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、
市

町
村
が
住
民
の
意
見
交
換
の
場
を
設
定
し

た
り
＝
写
真
１
、
イ
ベ
ン
ト
や
拠
点
活
用

と
い
っ
た
小
規
模
実
証
事
業
＝
写
真
２
を

提
案
し
て
、
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む

経
験
の
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
住
民
側
の

意
識
と
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
住
民
の
主
体
性
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
ら
、
市
町
村
職
員
は

徐
々
に
牽
引
役
か
ら
サ
ポ
ー
ト
役
に
シ
フ

ト
し
、
住
民
が
主
体
的
に
合
意
形
成
を
進

め
て
い
く
形
を
提
案
し
て
い
る
ほ
か
、
住

図１　これからの地域運営のイメージ
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民
、
行
政
以
外
の
外
部
人
材
の
活
用
に
つ

い
て
も
整
理
し
て
い
ま
す
。
本
研
究
で
支

援
し
た
2
つ
の
事
例
で
は
、
早
い
段
階
か

ら
、
支
援
体
制
の
中
に
研
究
機
関
（
道
総

研
）
と
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
組
み
込

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
2
者

は
、
様
々
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
住

民
や
行
政
内
の
意
識
醸
成
を
促
す
と
と
も

に
、
第
三
者
的
な
立
場
か
ら
関
わ
る
こ
と

で
、
住
民
お
よ
び
行
政
の
円
滑
な
合
意
形

成
を
支
援
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
こ
の
研
究

で
は
組
織
の
設
立
を
進
め
る
上
で
使
え
る

ツ
ー
ル
（
手
法
）
と
し
て
、
①
地
域
活
動

の
現
状
把
握
の
た
め
の
「
地
域
の
仕
事
の

棚
卸
し
手
法
（
住
民
団
体
編
）」
や
、
②

地
域
運
営
組
織
へ
の
収
益
確
保
事
業
の
た

め
の
委
託
業
務
を
整
理
す
る
「
地
域
の
仕

事
の
棚
卸
し
手
法
（
行
政
編
）」
な
ど
の

開
発
・
検
証
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、「
こ
れ
か
ら
の
地

域
運
営
実
践
ガ
イ
ド
」
の
中
で
詳
し
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

具
体
の
地
域
課
題
へ
の
対
応

　
地
域
運
営
組
織
が
実
際
に
地
域
運
営
の

仕
事
を
担
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
、

行
政
や
民
間
企
業
が
担
っ
て
き
た
仕
事
を

地
域
運
営
組
織
に
渡
せ
る
形
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
水
道
で
あ

れ
ば
一
般
的
に
は
行
政
が
担
う
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
の
農
山
村

地
域
で
は
地
域
住
民
が
維
持
管
理
し
て
い

る
地
域
自
律
管
理
型
水
道
も
多
く
存
在
し

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
自
律
管
理
型
水
道

の
運
営
方
法
や
、
そ
こ
へ
の
市
町
村
の
支

援
体
制
な
ど
も
参
考
に
、
地
域
の
水
道
の

運
営
・
再
編
に
つ
い
て
現
実
的
な
選
択
肢

を
提
供
し
、
再
編
後
の
コ
ス
ト
を
推
計
・

比
較
で
き
る
「
水
イ
ン
フ
ラ
運
営
・
再
編

支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
交
通
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

市
町
村
で
、
交
通
事
業
者
単
独
の
事
業
で

は
成
り
立
た
ず
、
撤
退
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
研
究
で
は
、
人
の
輸
送
、
宅
配

便
の
末
端
輸
送
、
買
い
物
弱
者
対
策
と
し

て
の
買
い
物
品
配
送
な
ど
を
、
地
元
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
ま
と
め
て
請
け
負
う
「
ヒ

ト
・
モ
ノ
統
合
型
輸
送
シ
ス
テ
ム
」
を
提

案
し
、
実
際
に
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
地

元
の
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
が
こ
れ
を
担
う
事
業

が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、

地
域
に
必
要
な
複
数
の
事
業
を
担
う
と
い

う
意
味
で
、
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
は
広
義
の
地

域
運
営
組
織
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
地

域
運
営
組
織
が
地
域
交
通
を
担
う
一
つ
の

モ
デ
ル
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
運
営
に
向
け
て

　
こ
う
し
た
研
究
成
果
に
基
づ
く
「
こ
れ

か
ら
の
地
域
運
営
実
践
ガ
イ
ド
」
は
令
和

7
年
3
月
中
旬
公
開
予
定
で
す
。
こ
の
ガ

イ
ド
は
、
冊
子
版
と
ウ
ェ
ブ
版
で
つ
く
ら

れ
、
ウ
ェ
ブ
版
の
方
で
は
関
連
す
る
ツ
ー

ル
や
デ
ー
タ
も
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
市
町
村
職
員

が
地
域
住
民
ら
と
の
意
識
共
有
を
進
め
る

上
で
活
用
い
た
だ
く
た
め
の
ミ
ニ
マ
ガ
ジ

ン
「
地
域
運
営
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
も
発
刊
し
て

い
ま
す
＝
写
真
３
。
今
回
の
研
究
成
果
に

基
づ
く
ガ
イ
ド
や
ミ
ニ
マ
ガ
ジ
ン
も
活
用

し
な
が
ら
、
道
総
研
は
引
き
続
き
北
海
道

の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献

し
て
参
り
ま
す
。

写真３　ミニマガジン「地域運営ＬＡＢＯ」

写真１　住民ワークショップの様子

写真２　小規模実証事業「みんなの市」の様子
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